























































































































































































































試験区分 募集人員 入学者数 志願倍率（＊）
特別入試
一 般 推 薦
35
31 一般推薦+地域推薦
2.0地 域 推 薦 ４
帰 国 子 女
若干名
０ －
社 会 人 ０ －
一般入試
一般入試前期 40 41 5.8


















































































































































































































































受験者数 97名 97名 7名
合格率（23年度） 97.9％ 93.8％ 100％




























































































































































































































































































































































































































































































ア ク セ ス マ ッ プ
交通のごあんない
公共交通機関で
●名古屋方面より：「名古屋駅」から「津駅」まで
　　　　　　　JR快速みえ・近鉄特急で50分
●大阪方面より：「難波駅」から「津駅」まで
近鉄特急で90分
・「津駅」西口バスのりば「１番」から三重
交通バスで「夢が丘団地」行き「看護大学
前」バス停下車　徒歩１分
・「津駅」西口よりタクシーで10分
飛行機　船で
●「中部国際空港（セントレア）」から
　津エアポートラインで「津なぎさまち」へ40分
　「津なぎさまち」からタクシーで「三重県立看
護大学」まで20分
車で
●伊勢自動車道「津」ICより10分
●伊勢自動車道「芸濃」ICより15分
学章の由来
看護のイメージを高めてほしいという願いと、未来に向かって
成長していく若者の姿を大小2つの翼とナースの「N」をモチー
フにして表現しました。
三重県立看護大学は環境配慮の国際規格を認証取得しました。
看護系大学で初めてISO14001を認証取得。
地球環境と共生し調和するエコキャンパスをつくるため、ISO14001に基づく環境マネジメントシステム
を構築し、地球環境にやさしいキャンパスづくりを積極的に推進しています。
ISO14001とは…ISO（国際標準化機構）環境保全のための国際規格ISO14000シリーズのうち、ISO14001は企業や団体が事業活動を行う
際に、環境に対する負荷を軽減する事業活動の一部として組み込み、継続的改善を行うための環境マネジメントシステムについて定めています。
「大学基準協会」の定める「大学基準」に「適合」と認定されました。
認定マークとは…法で定められた認証評価機関である大学基準協会の大学評価を受け
て認定された大学に交付されたものであり、その大学が常に自己点検・評価に取り組
んでいること、そして社会に対して大学の質を保証していることを示すシンボルです。
編集後記
□平成24年9月発行
　18号となる今回は、15
周年記念式典、入学式、卒
業式、夢緑祭など大学で実
施された多くの行事につい
てご紹介しております。お
読みになる皆様が本学を少しでも身近に感じていただければ
嬉しいです。そして、今後も皆様とともに発展していく本学
でありたいと思っています。
　編集に関係していただきました皆様に深謝いたします。
広報WG
